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受験生の皆さん、こんにちは！

　中部大学工学部では、受験生の皆さんに、中部大学・工学部の最新情報を定期的にお届け

するためにニュースレターの発行をしています。

　今回は現在、中部大学・工学部が取り組んでいる下記の話題を紹介します。

　●「持続学のすすめ」による実践型の人材育成

　●就職活動プロセス（6つのステップ）による就職支援プログラム

　●工学部における社会人向け「ものづくり」教育プログラムの実践

　この工学部ニュースレターをお読みいただき、ダイナミックに躍動している中部大学工学

部の"ホットな内容"を知って頂きたいと思います。

　皆さんと一緒に、緑豊かな美しいキャンパスで、勉強できることを楽しみにしています。

００Ｖ ＯＬ ０５
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バックナンバーは、工学部ホームページからダウンロードできます。



「持続学のすすめ」による実践型人材の育成 

文部科学省「大学教育・学生支援推進事業【テーマ A】大学教育推進プログラム」に採択 

 

国連では 2005 年から 2014 年を「持続可能な開発/発展のための１０年」と位置付け、持続可能な社

会づくりを推進し、中部大学発「持続学のすすめ」をはじめとする、独自の教育プログラムに取り組ん

でいます。一方、このような社会環境の変化に対して、学生には、高度な専門知識に加え、社会人と   

しての基礎力や教養・専門知識の活用力、さらには人間性が求められています。 

中部大学では、これまで多数の産官学民プロジェクト（里山保全活動、多文化共生活動）を実践し、

伊勢三河湾流域での持続可能な発展のための教育に取り組んできました。その結果、2007 年 10 月には

国連より中部地域の ESD（Education for Sustainable Development）推進拠点として認定されました。 

そのような背景の中、「『持続学の進め』による実践型人材の育成」が文部科学省の「大学教育推進  

プログラム」に採択されました。 

 

国際政治経済（ヒト、モノ、カネの移動）
企業による技術移転

経営学

持続可能な発展と国際経営
グローバル化の光と影

地理学

地域の再生と河川、愛知の例から

持続可能な発展（SD）とは
（総合討論）

国際関係学

発展とは、ESDとは
国連、行政、中部大学や市民社会の動き エネルギー学から見た循環資源

循環型社会基本法

工学

生物学

森林の持続、人工林の過去と現在
森林の持続のための行動・技術

生命の持続、持続のための医療技術
戦争、開発、持続と感染症

医学

再生可能エネル
ギー
燃料革命
地産地消

生活習慣
開発，戦争

ＯＤＡによる技術協
力
社会環境の安全
資源枯渇・資源戦争

産業活動
アジアとの関わり

SD構築に必要な社会人の資質

Think Globally
Act Locally

人間，河川，地域社会，ネットワーク
※各分野間に記載されている語句：

分野間を繋げるキーワード

あてになる人間

国際政治経済（ヒト、モノ、カネの移動）
企業による技術移転

経営学

持続可能な発展と国際経営
グローバル化の光と影

経営学経営学

持続可能な発展と国際経営
グローバル化の光と影

地理学

地域の再生と河川、愛知の例から

地理学

地域の再生と河川、愛知の例から

持続可能な発展（SD）とは
（総合討論）

国際関係学

発展とは、ESDとは
国連、行政、中部大学や市民社会の動き エネルギー学から見た循環資源

循環型社会基本法

工学

エネルギー学から見た循環資源
循環型社会基本法

工学

生物学

森林の持続、人工林の過去と現在
森林の持続のための行動・技術

生物学

森林の持続、人工林の過去と現在
森林の持続のための行動・技術

生命の持続、持続のための医療技術
戦争、開発、持続と感染症

医学

生命の持続、持続のための医療技術
戦争、開発、持続と感染症

医学

再生可能エネル
ギー
燃料革命
地産地消

生活習慣
開発，戦争

ＯＤＡによる技術協
力
社会環境の安全
資源枯渇・資源戦争

産業活動
アジアとの関わり

SD構築に必要な社会人の資質

Think Globally
Act Locally

人間，河川，地域社会，ネットワーク
※各分野間に記載されている語句：

分野間を繋げるキーワード

あてになる人間

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取り組み 

本取組は、工学部、応用生物学部、生命健康科学部、国際関係学部、人文学部における「あてになる

人間」の人物像と資質を明確にして、「持続学のすすめ」による文理融合型教育課程カリキュラムを構

築し、文系・理系の教員が連携した指導体制と評価手法を開発するものです。 

このカリキュラムの教養課程において社会に目を向けた教養の必要性を理解させる「持続学のすす

め」による基礎・実践教育を新設します。また、専門課程ではこれまでに実践してきた様々な持続可能

な社会の課題探求型プロジェクトに取組みます。さらに、産官学民の協働を通じた人間力や社会力の育

成のための共通的な評価とポートフォリオを整備します。 

 

持続可能な社会づくり 

さらに、持続可能な社会づくりという特定課題としてテーマを設定し、「あてになる人間」育成のた

めに、「持続学のすすめ」により幅広い学びを全学レベルの教育体系化を目指しており、文理の５学部

が明確な理念のもとに協力し、新しい文理融合型教育を作り出そうとしています。 



就職活動プロセス（６つのステップ）による就職支援プログラム 

文部科学省「大学教育・学生支援推進事業【テーマ B】学生支援推進プログラム」に採択 

 

就職活動の６つのステップとは 

 中部大学キャリアセンターでは、大学生の就職活動

において、①意思決定、②自己理解、③職種・仕事の

研究、④求人情報の収集、⑤教育・訓練、⑥行動の６

つのステップをクリアするための各種取り組みを行い、

スムーズに就職活動に取り組めるようサポートしてい

ます。 

「意思決定」と「自己理解」 

まず適職診断テストを実施します。そして、キャリ

アカウンセラーから 診断結果にもとづいた個別のカ

ウンセリングを実施します。「就職したい」、「しなけれ

ばいけない」と思っていながら、なかなか就職活動に

入っていけない学生も多く、それを妨げている要因を取り除き、

しっかりとした意思決定を促すことが積極的に就職活動を行うた

めに重要なことです。 

「職種・仕事の研究」と「求人情報の収集」 

また、社会で活躍している卒業生や企業経営者による講演会を

開催します。企業のあり方や求められる人物像についても学びま

す。一方、就職活動に必要な情報を集録した就職ハンドブックと、企業・求人情報、自己分析結果など

を記入できるワークブックを製作、配布することにより「職種・仕事の研究」、「求人情報の収集」を積

極的に行うことができます。 

「教育・訓練」と「行動」 

「卒業生と就職を語る会」を開催して、働くことについて

深く考えたり、履歴書作成講座と面接試験対策講座を開講し

て、職業観を深め就職活動に必要なスキルを身につけること

ができます。そして、学生が「行動」する場として、企業の

人事担当者を招いて合同企業説明会を開催します。ここでは、

学生と人事担当者が直接面談する機会を設けます。 

 

積極的に就職活動に取り組めるサポート 

中部大学キャリアセンターでは、このように就職活動を行う際に取り組むべき６つのステップごとに

各種ガイダンスや講座などを行なうことで、学生の不安感を取り除き、積極的に就職活動に取り組める

ようサポートします。そして、学生が無業者(フリーター)とならないためのサポート体制を構築した上

で、希望する仕事に就けるよう支援することを目的とした取組をおこなっています。 



 

 

 

工学部における社会人向け「ものづくり」教育プログラムの実践 

経済産業省 「平成 21 年度 ものづくり分野の人材育成・確保事業」～機械加工技術者育成コース～ 

 中部大学工学部では、社会貢献の一環として、学内在学生に対する教育だけでなく、社会人向けの技

術講座や人材育成のためのセミナーなども開催しています。これは工学部の教育設備およびノウハウを

企業技術者のスキルアップに役立ててもらおうと開催しているものです。今年度工学部が行いました

経済産業省中小企業庁の公募による「ものづくり人材育成事業」についてご紹介します。 

 この事業は、離職者・求職者には身につけた技術をもって再就職先を、また、企業の技術者にはスキ

ルアップ（問題解決能力の向上）によって継続的な雇用を確保してもらおうと実施するものです。 

産・官・学連携による人材育成と雇用支援

実習で学ぶトラブルシューティング 

基礎から最先端技術まで 

～幅広いテーマと講師陣～ 

事業実施協力体制と役割分担
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